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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成23年9月15日(2011.9.15)
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【手続補正書】
【提出日】平成23年8月3日(2011.8.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮影レンズを通して撮像素子で受光した被写体光を光電変換することにより得られる画
像データに基づいて、ライブビュー表示画像を生成する画像処理部と、
　前記ライブビュー表示画像に付加するシェーディングの特性を決定するシェーディング
特性決定部と、
　決定された前記シェーディングの特性に応じたシェーディングを前記ライブビュー表示
画像に付加するシェーディング付加部と、
　前記シェーディングが付加されたライブビュー表示画像を表示する表示部と、
を備えることを特徴とする画像表示装置。
【請求項２】
　前記シェーディング特性決定部は、前記ライブビュー表示画像のアスペクト比に応じて
、前記シェーディングの特性を決定することを特徴とする請求項１に記載の画像表示装置
。
【請求項３】
　前記画像データに基づいて、人物の顔を検出する顔検出部をさらに備え、
　前記シェーディング特性決定部は、前記顔検出部によって人物の顔が検出された場合に
、前記ライブビュー表示画像の中心位置を基準として前記シェーディングを付加するため
のシェーディング特性とすることを特徴とする請求項１に記載の画像表示装置。
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【請求項４】
　前記画像データに基づいて、人物の顔を検出する顔検出部をさらに備え、
　前記シェーディング特性決定部は、前記顔検出部によって検出された人物の顔に基づい
て、前記シェーディングの特性を決定することを特徴とする請求項１に記載の画像表示装
置。
【請求項５】
　前記シェーディング特性決定部によって決定された前記シェーディングの特性に応じた
シェーディングデータをオンスクリーンディスプレイデータとして生成するオンスクリー
ンディスプレイデータ生成部をさらに備え、
　前記シェーディング付加部は、前記オンスクリーンディスプレイデータとして生成され
たシェーディングデータを前記ライブビュー表示画像と合成することを特徴とする請求項
１から請求項４のいずれか一項に記載の画像表示装置。
【請求項６】
　撮影レンズを通して受光した被写体光を光電変換して画像データを得る撮像部と、
　前記画像データに対して画像処理を施す画像処理部と、
　前記画像データに基づいて、人物の顔を検出する顔検出部と、
　前記顔検出部によって検出された人物の顔の位置に基づいて、前記画像処理された画像
データにシェーディングを付加するシェーディング付加部と、
　前記シェーディングを付加された画像データを動画データとして記録する記録部と、
　前記画像処理された画像データに基づいて生成されるライブビュー表示画像を表示する
表示部と、
を備えることを特徴とする撮像装置。
【請求項７】
　撮影レンズを通して撮像素子で受光した被写体光を光電変換することにより得られる画
像データに基づいて、ライブビュー表示画像を生成するステップと、
　前記ライブビュー表示画像に付加するシェーディングの特性を決定するステップと、
　決定された前記シェーディングの特性に応じたシェーディングを前記ライブビュー表示
画像に付加するステップと、
　前記シェーディングが付加されたライブビュー表示画像を表示するステップと、
を備えることを特徴とする画像表示方法。
【請求項８】
　撮影レンズを通して受光した被写体光を光電変換して画像データを得るステップと、
　前記画像データに対して画像処理を施すステップと、
　前記画像データに基づいて、人物の顔を検出するステップと、
　前記検出された人物の顔の位置に基づいて、前記画像処理を施された画像データにシェ
ーディングを付加するステップと、
　前記シェーディングを付加された画像データを動画データとして記録するステップと、
　前記画像処理を施された画像データに基づいて生成されるライブビュー表示画像を表示
するステップと、
を備えることを特徴とする撮像方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】画像表示装置、撮像装置、画像表示方法、および、撮像方法
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０００８】
　本発明のさらに別の態様に係る撮像方法は、撮影レンズを通して受光した被写体光を光
電変換して画像データを得るステップと、前記画像データに対して画像処理を施すステッ
プと、前記画像データに基づいて、人物の顔を検出するステップと、前記検出された人物
の顔の位置に基づいて、前記画像処理を施された画像データにシェーディングを付加する
ステップと、前記シェーディングを付加された画像データを動画データとして記録するス
テップと、前記画像処理を施された画像データに基づいて生成されるライブビュー表示画
像を表示するステップと、を備えることを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明のさらに別の態様に係る撮像装置は、撮影レンズを通して受光した被写体光を光
電変換して画像データを得る撮像部と、前記画像データに対して画像処理を施す画像処理
部と、前記画像データに基づいて、人物の顔を検出する顔検出部と、前記顔検出部によっ
て検出された人物の顔の位置に基づいて、前記画像処理された画像データにシェーディン
グを付加するシェーディング付加部と、前記シェーディングを付加された画像データを動
画データとして記録する記録部と、前記画像処理された画像データに基づいて生成される
ライブビュー表示画像を表示する表示部と、を備えることを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３１】
　なお、上述した各実施形態の説明では、画像表示装置をデジタルスチルカメラに適用し
た例を挙げて説明したが、各実施形態で説明した処理を実現するためのプログラムをコン
ピュータが実行する構成とすることもできる。すなわち、ＣＰＵ、ＲＡＭ等の主記憶装置
、各実施形態で説明した処理の全て或いは一部を実現させるためのプログラムが記憶され
たコンピュータ読み取り可能な記憶媒体を備えたコンピュータにおいて、ＣＰＵが上記記
憶媒体に記憶されているプログラムを読み出して、情報の加工・演算処理を実行すること
により、上述の画像表示装置と同様の処理を実現させる。
　ここで、コンピュータ読み取り可能な記録媒体とは、磁気ディスク、光磁気ディスク、
ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－ＲＯＭ、半導体メモリ等をいう。また、上述したプログラムを通
信回線によってコンピュータに配信し、この配信を受けたコンピュータがプログラムを実
行するようにしても良い。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３２】
　本願発明には、以下のような態様の画像表示装置、撮像装置および画像処理プログラム
も含まれる。
（１）撮影レンズの撮影時における焦点距離の情報を取得する焦点距離情報取得部をさら
に備え、
　シェーディング特性決定部は、焦点距離の情報に基づいて、シェーディングの特性を決
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定することを特徴とする画像表示装置。
（２）シェーディング特性決定部は、焦点距離が短い場合に付加するシェーディングの変
化量を、焦点距離が長い場合に付加するシェーディングの変化量よりも大きくすることを
特徴とする画像表示装置。
（３）シェーディング特性決定部は、顔検出部によって検出された人物の顔の位置を基準
としてシェーディングを付加するためのシェーディング特性とすることを特徴とする画像
表示装置。
（４）顔検出部は、人物の顔を検出するとともに、検出した顔の大きさを検出するもので
あって、
　シェーディング特性決定部は、顔検出部によって複数の人物の顔が検出された場合に、
最も大きい顔の位置を基準としてシェーディングを付加するためのシェーディング特性と
することを特徴とする画像表示装置。
（５）シェーディング付加部は、シェーディング特性決定部によってシェーディングの特
性を変更する処理が行われると、変更されたシェーディングの特性に応じたシェーディン
グをライブビュー表示画像に付加することを特徴とする画像表示装置。
（６）ライブビュー表示画像に付加されたシェーディングの特性を変更するシェーディン
グ特性変更入力部をさらに備え、
　シェーディング付加部は、シェーディング特性変更入力部によって変更されたシェーデ
ィング特性に基づいて、ライブビュー表示画像にシェーディングを付加し直すことを特徴
とする画像表示装置。
（７）ライブビュー表示画像に重ねて表示するための文字情報を生成する文字情報生成部
をさらに備え、
　文字情報生成部は、シェーディング処理部によって付加されるシェーディングの状態に
応じて、文字情報の表示形態を変更することを特徴とする画像表示装置。
（８）表示部は、シェーディングが付加されたライブビュー表示画像と、シェーディング
が付加されていないライブビュー表示画像とを同時に表示することを特徴とする画像表示
装置。
（９）顔検出部によって検出された人物の顔の位置に基づいて、表示画像用のシェーディ
ングデータを生成するシェーディングデータ生成部と、
　データサイズを縮小された画像データに表示画像用のシェーディングデータを付加する
表示用画像データ生成部と、
をさらに備えることを特徴とする撮像装置。
（１０）撮影レンズを通して撮像素子で受光した被写体光を光電変換することにより得ら
れる画像データに基づいて、ライブビュー表示画像を生成するステップと、
　ライブビュー表示画像に付加するシェーディングの特性を決定するステップと、
　決定されたシェーディングの特性に応じたシェーディングをライブビュー表示画像に付
加するステップと、
　シェーディングが付加されたライブビュー表示画像を表示するステップと、
をコンピュータに実行させるための画像表示プログラム。
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